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＜連絡事項＞

・本日13：00から入社式実施しています。
・薬局から～4月より湿布の処方は1ヶ月9袋が上限となります。
＜患者様連絡事項＞
・森　ひで様～市役所職員来院し、モニターにて介護認定調査（更新）実施しています。
・泉山　紀子様～花粉症症状の訴えあり、本日朝からフェキソフェナジン（60）2錠2×朝夕食後が12日分処方となります。
・松谷　さと子様～ピコスルファートNa2本処方。
・北村　奈美様～疼痛時のエトドラクと一緒にレバミピドを服用したいと希望あり。IFオーダー内容変更し、レバミピド5錠処方となっています。

＜要注目患者様＞

・江刺家　惠子様～排泄に固着した発言は聞かれているが、排便確認後は落ち着いている。スタッフ対応穏やかで、食事・服薬の拒否も見られない。

・森　ひで様～排便困難を訴えスタッフへ介助を要求。時間をかけながら自己排便出来ている。以後も常にスタッフコール聞かれており、介入にも依存性増している。
＜田名部Dr診察＞

・高橋　義明様～薬剤調整後午前中には眠気があると話すが、夜間の睡眠はとれていると報告。夜中に電気を点ける迷惑行為をやめるよう説明には、「もうやりません」と話されている。
・尾嵜　マリ子様～食事のむせ込みはなく、摂取できている。夜間の中途覚醒時に再入眠に時間を要していると話すが、薬剤の追加は難しい為そのまま様子をみるよう説明。自宅退院の希望聞かれており、「1人でやっていける」と訴える。ご家族と話し合う機会を設ける事を説明し了承されている。
・金　留示子様～今週急に不安に襲われて発狂しそうになることがあったと報告。精神的に不安定な状態が続いている為、退院は急がないで欲しいと希望する。処方は変更なく継続。
・高田　マキ様～内服は安定して服用する事が出来ている。診察時には自己管理開始とともに、1ヶ月分の処方を出して欲しいと希望する為、少ない日数から管理を始めていくよう説明している。歯科受診の希望聞かれているが、日程についてはお母様と相談するよう説明受けている。
・北村　奈美様～疼痛時の頓服はエトドラクとレバミピドを一緒に服用したいと希望あり。IFオーダー内容変更しレバミピド処方となる。幻聴については「膝はしゃべらない。筋肉がピクッと動くだけ」と話し、幻聴も弱くなっていると報告される。オランザピン中止し、フルメジン増薬となり臨時薬1週間分処方。
・三浦　みよ子様～調子は良いが、左腰に痛みがあると訴えあり。ハップスター1袋処方となる。4月に退院したいと希望聞かれているが、青山荘の体験が進められない為待つよう説明している。
・三浦　綾子様～幻聴は少しあると話しているが、気にせずに過ごせているとの事。4/4に銀行まで外出予定。
・畑中　成夫様～特定患者様に対して被害的な様子があり。相手の苛々に関する発言を受けて「成田を貰うと言ってくる」と話されている。スタッフの事を関連付けて考えない様説明受けている。鎮痛剤同内容で処方。
・馬渡　澄雄様～アルコールについて考える事は無いと話しており、「家に帰る事も先生に決めてもらいたい」と訴える。家族と相談して決めて行く事を説明には了承されている。
・森田　清助様～病棟内が暑くて眠れないと訴えあり、自宅退院を希望する。主治医からも現在の体調であれば自宅で構わないと話しがあり、自宅退院を調整するよう指示あり。施設入所については自宅からの入所とし、計画相談と話しを進めて行くよう説明受けている。
・久保　興介様～電話を盗聴されているような不安があったと話しており、今は感じないとの事。花粉症症状を訴えフェキソフェナジン2錠2×朝・夕食後で処方となる。便秘気味であると訴えており、頓服使用するよう促している。
